
学校運営協議会 第 1回会議 議事録 

 

日 時：令和５年６月４日 14:45～16:45 

場 所：浜松湖北高校 佐久間分校会議室 

出席者：委 員 大見拳也 様    校 長 大澤 貢 

    委 員 坪井俊介 様    副校長 佐藤 敦 

    委 員 遠藤睦子 様    教 頭 奥村友介 

 

【開会】 

１ 校長挨拶 

２ 学校運営協議会説明〔事務局〕 

３ 委員任命及び自己紹介 

４ 会長及び副会長選出 

 ・推薦又は立候補 ⇒ 会長に熊井委員を推薦、副会長に大見委員が立候補 

 ・提案「会長に熊井委員、副会長に大見委員」⇒ 承認 

５ 議事 

 （1）本校の近況 

  〔事務局説明〕スクール・ミッションについて 

         佐久間分校の現状について 

  《委員質問・意見》 

   ・転出者が多い学校もあるが、佐久間分校はどうか？ 

     (事務局)昨年度末に１名いたが、ここ数年で初めてである。 

   ・地元中学校の生徒数が減少していくが、隣接する愛知県の東栄中学校と豊根中学校 

    に注目したい。これら中学校の数年先までの生徒数は把握できるか？ 

     (事務局)調べることは可能である。 

   ・全日制高校から他の全日制高校への転学は可能か？ 

     (校長)学校の教育課程が違う場合もあり、基本的には難しい。 

   ・学校設定教科「地域」を学ぶのは一部生徒に限られるが、全生徒が学べるとよい。 

   ・部活動の新設は可能か？ 

     (事務局)教員数、勤務環境を考えると難しい。 

     (校長)学校外のクラブチームならよいが、学校の教育活動の中だと難しい。 

 （2）学校経営計画「目指す学校像」について 

  〔事務局説明〕学校経営計画について 

  《委員質問・意見》 

   ・遠隔授業はどうなっているか？ 

     (校長)「化学基礎演習」（１単位）は県教委が認定しており単位認定可能。 

        本校の理科教員に加え、分校の補助教員が必要であり、 

        他の教科・科目では単位認定はできないが、学習指導のみの利用は可能。 



     (事務局)ＩＣＴを利用した課題の配信等は既にやっている。 

   ・ＩＣＴは生徒の方が得意である。 

   ・中学校の場合、学力層が幅広いが、分校の場合はどうか？ 

     (事務局)様々な生徒が在籍しており、分校も同じである。 

   ・“個別最適な学び”を実践できる環境の学校である。 

   ・高校生が挨拶できるのは素晴らしい。佐高生が挨拶できなくなったら終わりである。 

挨拶の指導は徹底してほしい。 

  〔事務局〕学校経営計画「目指す学校像」提案 ⇒ 承認 

 

６ 連絡事項〔事務局〕 

 ・第２回以降の予定について 

   第２回：９月 20日（中高交流会）又は 27日（体育祭） 

第３回：11月前半、第４回：２月前半 

 ・６月公開授業週間について 

 

７ 文化祭見学及び啓成寮見学 

 

【閉会】 

 


